
1.	 はじめに

本校に赴任して 2 年目となった。昨年は，

赴任してすぐに休校になり，生徒の実態を知

らないまま，コロナ対策に追われることになっ

た。どこまで歌えるのか，リコーダーはどれ

だけ吹けるのか，楽譜はどこまで読めるのか，

実態が全くわからないままコロナ対策をしな

がらの授業スタートとなり，暗中模索状態だっ

た。なるべく飛沫が飛ばない授業として，2 年

生は「アイーダ」の鑑賞から始め，1，3 年生

は楽譜の読み方を確認することにした。それ

までは，楽譜を読むことに抵抗を覚える生徒

もいて，耳から聴いた音をそのまま覚えて歌

わせていた。しかし，楽譜が読めるようにな

れば，もっと音楽が楽しくなり，表現に深みが

増すのではないかと思っていたので，このコロ

ナ渦の時期に実践してみた。私自身，楽曲分

析をしていくと，作曲者のメッセージに触れら

れ，読めば読むほど面白くなり，音楽が深みを

増して彩り豊かに装飾されていくような気がし

たからだ。もし，生徒達が自分で楽譜を読み

取れるようになれば，私と同じような気持ちに

なり，もっと音楽を好きになるのではないかと

考えた。音楽科教員として，地域の文化の発
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展を担っていく生徒の育成は重要課題である。

また，「音楽の楽しみ」を知ってこそ，人生を

より豊かに生きていけることを伝えたいと思っ

た。まずは，単純に「音楽って楽しい。」と思

う生徒を増やすことを目標としている。昨年は， 
「楽譜が読めない」生徒が思った以上にいるこ

とに気付き，「楽譜が読めるようになることで，

より音楽が楽しくなる」という仮説を立て，実

践した。今年は 2 年目となり，昨年の授業がど

う感じ方や表現に影響しているかを更に検証

し，発展させ，感性をより豊かに磨き，豊かな

表現ができる生徒の育成を目指したい。

〈昨年度の結果〉

昨年，3 年生を対象にアンケートをした結果，

最初は楽譜を読める生徒が約 40％だったが，

学習後，もともとわかっていた生徒と合わせて

99％が多少は楽譜を読めるようになった（図 1

より）。

そして，楽譜が読めることが役に立ち，音

楽が楽しくなったという意見が数多く出ていた

（図 2，図 3(1)，図 3(2)，感想より）。

〈感想より〉

〈今年度の実態〉

今年度の実態は，入学時の 1 年生は音楽の

学習が「好き（39％）」，「どちらかというと好

き（24％）」，「どちらでもない」（21％），どちら

かというと嫌い（10％），「嫌い」（6％）となっ

た（図 4）。2 年生は，昨年度のものと比較して

みた。　

図 1　3年生対象 131/136 名 2020 年月実施

図 2　130/136 名回答 12 月実施

図 3(1) 2018 年度入学生徒対象　130/136 名 

2020 年 5月実施

図 3(2) 2018 年度入学生徒対象　131/136 名

 2020 年 12 月実施
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〈2021 年度 1 年生〉

〈2021 年度 2 年生〉

2 年生は，好き（47％→ 50％），どちらかと

いうと好き（20％→ 25％），どちらでもない

（19％→ 19％），どちらかというと嫌い→（8％
→ 5％），嫌い（6％→ 1％）と変化し，昨年 1

年間で音楽が好きになった生徒が増えたこと

がわかった（図 5，図 6。）

続いて，3 年生も昨年度のものと比較してみた。

〈2021 年度 3 年生〉

3 年生は，好き（33％→ 45％），どちらかと

いうと好き（26％→ 29％），どちらでもない

（26％→ 22％），どちらかというと嫌い→（10％
→ 2％），嫌い（5％→ 2％）と変化し，2 年生同

様，昨年 1 年間で音楽が好きになった生徒が

増えたことがわかった（図 7，図 8）。

何故，2，3 年生で音楽が好きな生徒が増え

たのか，音楽が好きな生徒が増えると何につ

ながっていくのか，楽譜を読む学習がそこにど

う影響しているのか，調べてみたいと思った。

平成 29 年告示の中学校学習指導要領には，

音楽科の目標として，(1)「表現及び鑑賞の幅

広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を

図 4 2021年度入学生徒対象 137/139 名

2021年 4月実施

図 7　2019 年度入学生徒対象 126/134 名

2020 年 4月実施

図 8　2019 年度入学対象 126/135 名

2021年 4月実施

図 5　2020 年度入学生徒対象 134/139 名

2020 年 4月実施

図 6　2020 年度入学生徒対象 131/138 名

2021年 4月実施
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働かせ，生活や社会の中の音楽，音楽文化と

豊かに関わる資質・能力を育成すること」とい

うのが示されている。「音楽的な見方・考え方」

というのは，「音楽に対する感性を働かせ，音

や音楽を形づくっている要素とその働きの視

点で捉え，自己のイメージや感情，生活や社

会，伝統や文化などと関連付けること」である

と考えられる。「音楽に対する感性」とは，音

や音楽のよさや美しさなどの質的な世界を価

値あるものとして感じ取る」ときの心の働きを

意味している。音楽に対する感性を働かせる

ことによって音楽科の学習は成立し，その学習

を積み重ねることによって音楽に対する感性

は豊かになっていく。「音や音楽を，音楽を形

作っている要素とその働きの視点で捉え」は，

音や音楽を捉える視点を示している。生徒が，

音楽を形づくっている要素の知覚・感受を支

えとして自ら音や音楽を捉えていくとき，生徒

の音楽に対する感性が働く。したがって，音

楽に対する感性を働かせることによって音楽

科の学習は成立し，その学習を積み重ねるこ

とによって，音楽に対する感性は豊かになって

いく。音楽科の学習では，このように音や音楽

を捉えることが必要である。そして，その支え

となるのが従前の〔共通事項〕ア「音色，リズ

ム，速度，旋律，テクスチュア，強弱，形式，

構成などの音楽を形づくっている要素や要素

同士の関連を知覚し，それらの働きが生み出

す特質や雰囲気を感受すること」である。（中

学校学習指導要領　平成 29 年告示　より）

「楽譜が読めなくても音楽は楽しむことがで

きる」という言葉を聞く。確かにそれは間違っ

てないと思う。聴く喜びも、奏でる、歌う喜び

も、楽譜を読めなくても味わえる。では、楽譜

が読めるようになると、どう音楽の楽しみ方が

変わるのだろう。私は楽譜から「作曲者のメッ

セージ」を受け取ることができる、と考えてい

る。創られた物には全て創った人の思いが込

められている。それを読み解くことで、時代を

超えて様々な思いに触れ、新たな楽しみも湧

いてくるのではないか、そう思い、「読譜」の

学習に改めて研究テーマとして取り組むことに

した。

2.	 研究の方法

昨年度は 3 年生を研究対象としたが，今年

度は全学年で年度当初にアンケートをして昨

年と比較し，現状を把握する。そして，それぞ

れの現状や成長過程にあった楽譜を活用する

授業を実施し，音楽への関心が高まったかア

ンケートをとって，検証してみた。

「楽譜を読もう」 の取り組み

1 年生は，昨年に引き続き，楽譜を読む授

業を年度当初に行う（詳細は昨年度のものを参

照）。まずは，小学校 2 年生の学習「音譜の読

み方」から遡って復習する。最終的には，昨

年度の 3 年生と同じく，簡単なリズムを聞い

て記譜できるところまでを目標とし，テスト

でどの程度理解できたか，確認することにし

た（詳細は昨年度の紀要を参照）。2，3 年生は

教科書の曲や文化祭の合唱練習で，楽譜を読

みながらどのように曲に合った表現を付けた

らよいかを考えさせた。そして，1，2 年生は

楽譜が読めるようになったことで音楽に対す

る意識の変化があったかどうか，3 年生は楽譜

を活用してどう表現に活かすことができたか

調査してみた。

図 9　1年生の最初は小学校の内容から復習
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図 10　リズムを聞いて記譜

写真 1　毎時間音譜の読み方を掲示 写真 4　楽曲分析をしてクラスに説明する指揮者達

写真 4　縦割り合唱で先輩が楽譜を見ながらアドバイス

写真 5（1）　合唱曲の曲想を練る（3年生）

写真 2　友達の創作したリズムを見ながら叩いてみる

写真 3　創作したリズムをリレーしてつなげていく
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3.	 結果と考察

1 年生は，昨年同様小学校低学年の学習に遡

り，声と手拍子で音の長さを把握することから

始めた。その結果，リスニングテスト（4 分の

4 拍子 2 小節分のリズムを聞き取り，書く）で

は，正答率は 90％を越えた。したがって，ほ

とんどの生徒が音符の書き方，長さ，楽譜の

書き方を理解したことがわかった（図 11）。ま

た，アンケートではもともと楽譜が読める生徒

も含め，90％は楽譜を読むことができるように

なったと回答した。楽譜を読む学習は役に立っ

たかという質問には，61％が役に立った，39％
が役に立たなかったと回答した（図 12）。

 

また，楽譜を読むことでどういうことに役に

立ったか聞いてみた。

感想 1 （1年生）

2 年生は，昨年楽譜を読む学習をしているの

で，どの程度また，強弱記号や調を読み取るこ

とにより，「なぜここにこの記号がついている

のか」「なぜこの調が使われているのか」考え，

作曲者の意図を踏まえた上で自分たちで曲想を

考えて表現するよう声をかけてきた。鑑賞でも

図 11　2021年度入学生徒対象 128/137 名

2022 年 1月実施

図 12　2021年度入学生徒対象 128/137 名

2022 年 1月実施

写真 5-(2)　合唱曲の曲想を練る（3年生）
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楽譜から作曲者の意図を読み取るよう意識でき

た。その結果，入学時より楽譜を読めるように

なった生徒は 63％となり，もともと読める生徒

と合わせて 93％が楽譜を読めるようになった。

 
また，楽譜を読む学習が「役に立った」と

感じた生徒が 89％，役に立たなかったと感じ

た生徒は 11％と，1 年生より役に立ったと感じ

た生徒が多かった。ちなみに，この結果は昨

年度の 3 年生の 74％を大幅に上まわった。

感想 2 （2 年生）

3 年生は，音譜を読む学習を改めてはしてい

ないが，楽譜に注目させながらピアノで弾いて

転調に気付かせたり，テンポに注目させたりし

てみた。そして，「なぜここにこの記号がつい

ているのか」「なぜこの調が使われているのか」

など，作曲者の意図について考え，自分たちで

曲想を考えて表現するよう 2 年間声をかけて

きた。その結果，楽譜を読んで表現を工夫し

ようという意識はどの程度芽生え，生徒達が楽

譜を読むことをどう感じているか聞いてみた。

感想 3 （3 年生）

図 13 2021年度入学生徒対象 126/138 名

2022 年 1月実施

図 14　2021年度入学生徒対象 126/138 名

2022 年 1月実施
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上に挙げたのは 1 部の生徒であるが，明らか

に 2 年生より書いてある行数も増え，たくさん

の生徒が楽譜を読んで解釈していくことで「深

い学び」を楽しんでいることが伝わってきた。

2 年続けて意識付けしてきたことも，成長段階

も関係あるかと思うが，音楽の楽しみ方が 1，
2 年生より明らかに深いものになっていた。さ

らに，意識調査の変化を比べてみた（図 15）。

意識調査の結果を見ると，3 年生は好き

（33％→ 45％→ 53％），どちらかというと好き

（26％→ 29％→ 26％），どちらでもない（26％
→ 22％→ 16％），どちらかというと嫌い→（10％
→ 2％→ 3％），嫌い（5％→ 2％→ 3％）と変化

し（冒頭の「1. はじめに」を参照），現状とし

ては学年が上がるごとに音楽が好きになった

ことがわかった。

まとめてみると，「楽譜を読む」学習が役に

立ったと感じているのは，1 年生 61％，2 年生

89％（ちなみに昨年の 3 年生 74％）で，学年が

上がるごとに楽譜を読むことで役に立ったと感

じていることがわかった。

1 年生は，文化祭の合唱曲が 2，3 年生と違っ

て短く，1 曲しかなかったため，音取りが簡単

で教師主導で進めすぎてしまったことが原因

の一つかと反省している。来年度は，自分たち

で楽譜を読み，音取りをしていくよう仕組んで

いきたい。また，冬休み明けに鑑賞の授業に

入るため，楽譜に触れる機会も増え，終了して

からアンケートをとると変化が表れるのではな

いかと考えられる。

2 年生は，入学当初に楽譜を読む学習をして

積み上げが進んだ結果，89％もの生徒が学習

が役に立ったと感じており、その知識をもとに

学習の中で読み取りを深め，合唱練習などを

通して意見を言い合い，表現を高めていった

と考えられる（やりくり）。

3 年生は，年度当初の，コロナ感染が少し収

まってソーシャルディスタンスを保ちながら

歌の学習ができると判断した時に，「心のうた」

を最優先にして学習した。日本の歌の美しさや

素晴らしさを卒業までに絶対知っておいてほ

しかったからである。そのため，音符を読む学

習時間は確保できなかったが，日本の歌の美し

い歌詞や調，速さ，絶妙な記号の用い方や伴

奏などに着目させ，楽譜を読み解き，説明を加

えながら授業を進めていった。また，「なぜこ

ういう音符が使われているのだろう？」「なぜ

この拍子が使われているのだろう？」「なんで

ここからテンポが変わっているのだろう？「な

ぜここから調が変化しているのだろう？」など，

たくさんの「なぜ？」を問いかけた。3 年生の

成長段階としても，いろいろなものの見方や

考え方が発達し，本校の目指している「やりく

り」が各教科で鍛えられていたので，自分たち

でどんどん考えを深めていく力が身に付いて

いった。文化祭のクラス合唱では，自分たちで

音取りをし，色づけをして授業に臨み，さらに

教員が楽譜の読み取りを深めるようなヒントを

出して，それをもとにまた自分たちで意見交換

して創り上げる合唱となった。

結論として，音楽が好きになった生徒が増

えた理由としては，感想にも「楽譜が読めるよ

うになり，おもしろくなった。」「楽譜を読める

ようになることで，作曲者からのメッセージを

図 15　2019 年度入学対象 128/135 名

2022 年 1月実施
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受け取り，深く背景を探るようになった。」な

ど，多数挙がっているように，「楽譜を読むこ

とで曲への理解が深まり，表現が豊かになって

面白さが増した。」と感じる生徒が増えたこと

も大いに関係しているといえる。それは，学習

指導要領の目標である「楽譜を読む（知覚）」は，

感受に大きな影響を与え，「音楽を愛好する心

情を育むとともに，音楽に対する感性を豊か

にし，音楽に親しんでいく態度を養い，豊かな

情操を培う」ことにつながったといえよう。

しかし，課題もある。1 年生の感じた「役に

立たない」が 1 月時点で 39 パーセントもいた

（昨年度の 3 年生は 26％）。昨年度の考察で，「学

習したことを普段の授業で生かし切れなかっ

たという課題も残された」と記述したが，今年

も課題として残ってしまった。「役に立たない」

という意識があると，「せっかく学習しても役

に立たないから学習しても意味がない。」とい

う意識につながってしまう。何故，役に立たな

いと感じたのか理由を読むと，「学習しても生

かす場面がなかった。」という理由が多く，次

に「楽譜が読めなかった。」という理由が挙げ

られた。また，そう答えた生徒は，「どちらか

というと音楽は嫌い」「嫌い」という生徒が多

かった。嫌いだからもともと学習に意欲的に

取り組めなかったのか，わからないから嫌いに

なったのかは不明だが，もっとわかりやすく生

徒に「できた。」「わかった。」「面白い。」と思っ

てもらえるような授業を工夫する必要がある。

また，前述したが，1 年生は初めてだと思って，

合唱の音取りなどを教員が手助けしすぎたと

いうことも考えられる。残りの授業で，楽譜の

読み取りを意識した授業を工夫していきたい。

また，2 年生の中には，「もともと読めていた

から，特に何も変わっていない。」という回答

がいくつかあった。来年 3年生になったら，もっ

と深く読み取っていくような，手応えのある授

業を展開していきたい。そのためには，授業

者自身が，その学習を「面白い。」と心から思

えるかどうかが大切だと思う。「面白い。」と感

じるには，今更ではあるが，教材研究が欠か

せない。私は，生徒に「教科書にないエピソー

ド」をいかにたくさん語れるかを自分への課題

にしている。エピソードを語るには，自分がそ

れだけたくさんの資料を読んでないといけな

いからだ。そして，それが生徒の「やりくり」

する材料となり，たくさんの個性的で豊かな発

想を生み出す素になると信じ，これからも研鑽

を積んでいきたい。
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